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学位論文内容の要旨
Glycerol-3-phosphate acyltransferase, mitochondrial (GPAM) はトリグリセリド合成
における律速酵素である。 近、我々は抗 C型肝炎ウイルス薬であるリバビリン（RBV）が
転写因子である C/EBPαの発現を減少させることで、GPAM の発現量を低下させることを
新たに発見した。本研究では RBV による GPAM 発現抑制メカニズムのさらなる解析を行
った。まず、現在明らかになっている GPAM の転写因子の中で、C/EBPα 以外に RBV に
よって発現が変動する遺伝子を調べたところ、SREBP-1c の発現が RBV 処理によって減少
することが分かった。次に GPAM プロモーター上における C/EBPαの結合領域を調べたと














研究から、肝臓における GPAM 誘導には、GPAM プロモーターに C/EBPαに加え、SREBP 転写






度関わるか？肝臓 primary 細胞ではなく Huh-7 細胞株を使用している理由は？RBV は
COVID19 に効果があるのでは？RBV による遺伝子発現変動の網羅的解析は？どのようなメカ
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